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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　利用者により入力された検索語に基づいて検索エンジンを用いて該検索語に関連するＷ
ｅｂページのＵＲＬリストを作成して当該利用者のコンピュータに送出する、個人用ブッ
クマーク自動作成機能を有したＷＷＷサーバーにおいて、
　前記利用者により入力された検索語と、その検索語による検索結果のＵＲＬリストと、
当該検索語の使用頻度とを含む検索閲覧行動履歴情報を、当該利用者毎に関連付けて行動
履歴データベースに記録する手段と、
　利用者により入力された検索語を当該利用者のコンピュータから取得する手段と、
　前記取得された検索語に基づいて、前記行動履歴データベースにおいて当該利用者に関
連付けて記録された前記検索閲覧行動履歴情報の使用頻度を更新する手段と、
　前記取得された検索語の使用頻度の高低に応じて前記検索結果のＵＲＬリストをソート
する手段と、
　前記ソートしたＵＲＬリストに基づいてブックマーク用表示画面の構成データを作成し
て該当する利用者のコンピュータに送出する手段と、
　を備えることを特徴とする個人用ブックマーク自動作成機能を有したＷＷＷサーバー。
【請求項２】
　利用者により入力された検索語に基づいて検索エンジンを用いて該検索語に関連するＷ
ｅｂページのＵＲＬリストを作成して当該利用者のコンピュータに送出するＷＷＷサーバ
ーにおいて、
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　利用者のＷｅｂページ毎の閲覧頻度と、前記利用者により入力された検索語と、その検
索語による検索結果のＵＲＬリストと、当該検索語の使用頻度とを含む検索閲覧行動履歴
情報を、当該利用者毎に関連付けて行動履歴データベースに記録する手段と、
　利用者のコンピュータにおいてＵＲＬをクリックすることにより閲覧されたＷｅｂペー
ジの情報を当該利用者のコンピュータから取得する手段と、
　前記取得されたＷｅｂページの情報に基づいて、前記行動履歴データベースにおいて当
該利用者に関連付けて記録された前記検索閲覧行動履歴情報に含まれる当該利用者の閲覧
頻度を更新する手段と、
　利用者により入力された検索語を当該利用者のコンピュータから取得する手段と、
　前記取得された検索語に基づいて、前記行動履歴データベースにおいて該当する利用者
に関連付けて記録された前記検索閲覧行動履歴情報の使用頻度を更新する手段と、
　前記閲覧頻度の高低と、前記取得された検索語の使用頻度の高低とに応じて前記検索結
果のＵＲＬリストをソートする手段と、
　前記ソートしたＵＲＬリストに基づいてブックマーク用表示画面の構成データを作成し
て該当する利用者の前記コンピュータに送出する手段と、
　を備えることを特徴とする個人用ブックマーク自動作成機能を有したＷＷＷサーバー。
【請求項３】
　請求項１又は２に記載の個人用ブックマーク自動作成機能を有したＷＷＷサーバーであ
って、
　検索語の入力があった場合には、前記ブックマーク用表示画面の構成データから該入力
された検索語に該当しないＷｅｂページを削除する手段を更に備えることを特徴とする個
人用ブックマーク自動作成機能を有したＷＷＷサーバー。
【請求項４】
　請求項１～３のうち何れか１項に記載の個人用ブックマーク自動作成機能を有したＷＷ
Ｗサーバーであって、
　前記検索閲覧行動履歴情報にはＷｅｂページのリスト順位優先度が含まれ、前記ブック
マーク用表示画面にはブックマーク情報の追加及び移動の編集機能が付帯され、
　当該ＷＷＷサーバーは、
　該編集機能で編集された結果に基づいて前記ブックマーク情報を更新する手段と、
　前記行動履歴データベースに、追加又は移動されたＷｅｂページをその編集後のＵＲＬ
リスト順位に優先させるためのリスト順位優先度情報を記録する手段と、を更に備えるこ
とを特徴とする個人用ブックマーク自動作成機能を有したＷＷＷサーバー。
【請求項５】
　利用者のＷｅｂページ毎の閲覧頻度と、ブックマーク用ＵＲＬリストとを含む検索閲覧
行動履歴情報を当該利用者毎に関連付けて行動履歴データベースに記録する手段と、
　利用者のコンピュータにおいてＵＲＬをクリックすることにより閲覧されたＷｅｂペー
ジの情報を当該利用者のコンピュータから取得する手段と、
　前記取得されたＷｅｂページの情報に基づいて、前記行動履歴データベースにおいて当
該利用者に関連付けて記録された前記検索閲覧行動履歴情報に含まれる当該利用者の閲覧
頻度を更新する手段と、
　利用者のコンピュータからのアクセスに応じて、前記行動履歴データベースから、当該
利用者に関連付けられた前記検索閲覧行動履歴情報に含まれるブックマーク用ＵＲＬリス
トを読み込み、前記Ｗｅｂページの閲覧頻度の高低に応じてこのブックマーク用ＵＲＬリ
ストをソートする手段と、
　前記ソートしたブックマーク用ＵＲＬリストに基づいてブックマーク用表示画面の構成
データを作成して該当する利用者のコンピュータに送出する手段と、
　を備える個人用ブックマーク自動作成機能を有したＷＷＷサーバーであって、
　前記検索閲覧行動履歴情報にはＷｅｂページのリスト順位優先度が含まれ、前記ブック
マーク用表示画面にはブックマーク情報の追加、及び移動の編集機能が付帯され、
　当該ＷＷＷサーバーは、
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　該編集機能で編集された結果に基づいて前記ブックマーク情報を更新する手段と、
　前記行動履歴データベースに、追加又は移動されたＷｅｂページをその編集後のＵＲＬ
リスト順位に優先させるためのリスト順位優先度情報を記録する手段と、を更に備えるこ
とを特徴とする個人用ブックマーク自動作成機能を有したＷＷＷサーバー。
【請求項６】
　請求項５に記載のＷＷＷサーバーにおいて、
　前記ブックマーク用表示画面には、前記編集機能として、ブックマーク情報の削除が更
に付帯され、
　削除されたＷｅｂページに該当する前記検索閲覧行動履歴情報を削除する手段を更に備
えることを特徴とするＷＷＷサーバー。
【請求項７】
　ＷＷＷサーバーにより、利用者により入力された検索語に基づいて検索エンジンを用い
て該検索語に関連するＷｅｂページのＵＲＬリストを作成して当該利用者のコンピュータ
に送出する方法であって、前記ＷＷＷサーバーが、
　前記利用者により入力された検索語と、その検索語による検索結果のＵＲＬリストと、
当該検索語の使用頻度とを含む検索閲覧行動履歴情報を、当該利用者毎に関連付けて行動
履歴データベースに記録するステップと、
　利用者により入力された検索語を当該利用者のコンピュータから取得するステップと、
　前記取得された検索語に基づいて、前記行動履歴データベースにおいて当該利用者に関
連付けて記録された前記検索閲覧行動履歴情報の使用頻度を更新するステップと、
　前記取得された検索語の使用頻度の高低に応じて前記検索結果のＵＲＬリストをソート
するステップと、
　前記ソートしたＵＲＬリストに基づいてブックマーク用表示画面の構成データを作成し
て該当する利用者のコンピュータに送出するステップと、
　を実行することを特徴とする方法。
【請求項８】
　ＷＷＷサーバーにより、利用者により入力された検索語に基づいて検索エンジンを用い
て該検索語に関連するＷｅｂページのＵＲＬリストを作成して当該利用者のコンピュータ
に送出する方法であって、前記ＷＷＷサーバーが、
　利用者のＷｅｂページ毎の閲覧頻度と、前記利用者により入力された検索語と、その検
索語による検索結果のＵＲＬリストと、当該検索語の使用頻度とを含む検索閲覧行動履歴
情報を、当該利用者毎に関連付けて行動履歴データベースに記録するステップと、
　利用者のコンピュータにおいてＵＲＬをクリックすることにより閲覧されたＷｅｂペー
ジの情報を当該利用者のコンピュータから取得するステップと、
　前記取得されたＷｅｂページの情報に基づいて、前記行動履歴データベースにおいて該
当する利用者に関連付けて記録された前記検索閲覧行動履歴情報に含まれる当該利用者の
閲覧頻度を更新するステップと、
　利用者により入力された検索語を当該利用者のコンピュータから取得するステップと、
　前記取得された検索語に基づいて、前記行動履歴データベースにおいて当該利用者に関
連付けて記録された前記検索閲覧行動履歴情報の使用頻度を更新するステップと、
　前記閲覧頻度の高低と、前記取得された検索語の使用頻度の高低とに応じて前記検索結
果のＵＲＬリストをソートするステップと、
　前記ソートしたＵＲＬリストに基づいてブックマーク用表示画面の構成データを作成し
て該当する利用者の前記コンピュータに送出するステップと、
　を実行することを特徴とする方法。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明が属する技術分野】
この発明は、登録会員がするＷｅｂページの検索閲覧行動に基づいて、個々の会員向けに
特化した専用のブックマークを自動作成して提示できるようにしたＷＷＷサーバーに関す
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る。
【０００２】
【従来の技術】
利用者がインターネット上にて提供されている所望の情報をクライアント・コンピュータ
のＷＷＷブラウザーを用いて閲覧するには、インターネット・サービス・プロバイダのＷ
ＷＷサーバーに回線接続し、目的とする情報を提供している企業や団体の開設したＷｅｂ
ページのＵＲＬをＷＷＷブラウザーのアドレス入力窓に直接入力指定してアクセスするこ
とで画面に表示させるか、さらにその表示されたＷｅｂページにハイパーリンクされたＷ
ｅｂページを辿って所望の情報を探し出す操作を基本としている。
【０００３】
しかしながら、入手したい情報を提供している多数のＷｅｂページのＵＲＬを予め正確に
知っておくことは困難なことである。このため、ＷＷＷブラウザーには、利用者の所望の
情報を提供しているＷｅｂページを任意の検索語で探し出す検索機能が備えられている。
この検索機能は、利用者がＷＷＷブラウザーの検索語入力窓に任意の検索語を入力して検
索を実行すると、その任意の検索語に関連した情報を提供しているＷｅｂページを、検索
サービス会社が提供している検索エンジン及び検索用データベースを利用して検索し、そ
の検索結果のレポートとしてＷｅｂページのＵＲＬ一覧リストを、各ＵＲＬに該当するＷ
ｅｂページをハイパーリンクさせて画面表示するようになっており、利用者がその一覧リ
スト中の任意のものを選んでクリックすれば、該当するＷｅｂページのサイトに瞬時にジ
ャンプして、そのＷｅｂページが表示される。
【０００４】
また、ＷＷＷブラウザーには、利用者が気に入ったＷｅｂページや頻繁にアクセスする特
定のＷｅｂページへの次回のアクセスを容易にするために、それらＷｅｂページとＵＲＬ
とをハイパーリンクさせたＵＲＬリスト情報を登録しておき、このＵＲＬリストを利用し
て瞬時に所望のＷｅｂページに飛んで再閲覧可能となしたブックマークと呼称される機能
も備えられている。
さらには、実際に閲覧したＷｅｂページをそのＵＲＬにハイパーリンクさせて履歴情報と
して保存しておき、この履歴リストから簡易に再閲覧可能とする機能も備えられている。
【０００５】
【発明が解決しようとする課題】
しかしながら、上記ＷＷＷブラウザーのブックマーク情報や履歴情報は個々のクライアン
ト・コンピュータにて保存されるものであるため、利用者が職場や家庭あるいは出先など
で異なる複数のクライアント・コンピュータを操作するような場合には、個々のクライア
ント・コンピュータにおけるブックマーク情報や履歴情報は必然的にそれぞれ異なったも
のになっており、それらを同一の情報に維持管理するのは非常に面倒で、実際上無理なこ
とである。ましてや、職場などでクライアント・コンピュータを複数人で共用しているよ
うな場合にあっては、ブックマーク情報や履歴情報は各自の使い易い設定にはなし得ない
。よって、使用するコンピュータを問わずに、いつでも、どこからでも同一のブックマー
ク情報を利用するということができない。
【０００６】
また、再閲覧を希望する所望のＷｅｂページは各利用者が一々個別に登録しなければなら
ず、面倒であるばかりか登録し忘れてしまうこともある。また、検索結果のＵＲＬをブッ
クマークに反映させることもできず、検索結果自体も保存されないため、検索結果に表示
されたＵＲＬリスト中の未閲覧のＷｅｂページを時間をあけて後で閲覧したいような場合
であっても、再度検索しなければならなくなる。
【０００７】
この発明は前記のような不便を解消しようとするものである。この発明に係るＷＷＷサー
バーは、アクセスしてくる登録会員個々の検索閲覧行動を記録して、この検索閲覧行動記
録から、閲覧したＷｅｂページのＵＲＬや検索結果のＷｅｂページのＵＲＬをも取り込ん
で、その個人専用に特化したブックマークを自動作成してこれを提供する。これにより、
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登録会員は使用するクライアント・コンピュータを問わずに、何時・如何なる場所からで
も、専用に特化されたブックマークを利用して所望のＷｅｂページを容易に再閲覧可能に
なり、しかもそのブックマークは自動生成されてＷｅｂページのＵＲＬを意識的に登録す
る必要もない。このような便利な機能を実現することが本発明の目的である。
【０００８】
【課題を解決するための手段】
　上記の目的を達成するため、本発明は、利用者により入力された検索語に基づいて検索
エンジンを用いて該検索語に関連するＷｅｂページのＵＲＬリストを作成して当該利用者
のコンピュータに送出する、個人用ブックマーク自動作成機能を有したＷＷＷサーバーに
おいて、前記利用者により入力された検索語と、その検索語による検索結果のＵＲＬリス
トと、当該検索語の使用頻度とを含む検索閲覧行動履歴情報を、当該利用者毎に関連付け
て行動履歴データベースに記録する手段と、利用者により入力された検索語を当該利用者
のコンピュータから取得する手段と、前記取得された検索語に基づいて、前記行動履歴デ
ータベースにおいて当該利用者に関連付けて記録された前記検索閲覧行動履歴情報の使用
頻度を更新する手段と、前記取得された検索語の使用頻度の高低に応じて前記検索結果の
ＵＲＬリストをソートする手段と、前記ソートしたＵＲＬリストに基づいてブックマーク
用表示画面の構成データを作成して該当する利用者のコンピュータに送出する手段と、を
備えることを特徴とする。
　また、本発明は、利用者により入力された検索語に基づいて検索エンジンを用いて該検
索語に関連するＷｅｂページのＵＲＬリストを作成して当該利用者のコンピュータに送出
するＷＷＷサーバーにおいて、利用者のＷｅｂページ毎の閲覧頻度と、前記利用者により
入力された検索語と、その検索語による検索結果のＵＲＬリストと、当該検索語の使用頻
度とを含む検索閲覧行動履歴情報を、当該利用者毎に関連付けて行動履歴データベースに
記録する手段と、利用者のコンピュータにおいてＵＲＬをクリックすることにより閲覧さ
れたＷｅｂページの情報を当該利用者のコンピュータから取得する手段と、前記取得され
たＷｅｂページの情報に基づいて、前記行動履歴データベースにおいて当該利用者に関連
付けて記録された前記検索閲覧行動履歴情報に含まれる当該利用者の閲覧頻度を更新する
手段と、利用者により入力された検索語を当該利用者のコンピュータから取得する手段と
、前記取得された検索語に基づいて、前記行動履歴データベースにおいて該当する利用者
に関連付けて記録された前記検索閲覧行動履歴情報の使用頻度を更新する手段と、前記閲
覧頻度の高低と、前記取得された検索語の使用頻度の高低とに応じて前記検索結果のＵＲ
Ｌリストをソートする手段と、前記ソートしたＵＲＬリストに基づいてブックマーク用表
示画面の構成データを作成して該当する利用者の前記コンピュータに送出する手段と、を
備えることを特徴とする。
【０００９】
当該構成による個人用ブックマーク自動作成機能を備えたＷＷＷサーバーによれば、ＷＷ
Ｗサーバーは登録会員がどのような検索語を用いてＷｅｂページの検索をし、どのＷｅｂ
ページを閲覧したかという検索閲覧行動の履歴情報をデータベースに逐次保存する。また
、履歴情報としては使用した検索語と実際に閲覧したＷｅｂページのＵＲＬ以外にも、検
索結果のＷｅｂページのＵＲＬリスト、検索語の使用頻度、特定のＷｅｂページが再閲覧
される閲覧頻度が記録保存される。そして、それらの履歴情報に基づいてブックマーク用
ＵＲＬリストを閲覧頻度と検索語の使用頻度とによってソートして自動作成し、登録会員
がアクセスして来たときには当該ブックマーク用ＵＲＬリストの各ＵＲＬに該当するＷｅ
ｂページをハイパーリンクさせたブックマーク表示画面構成データを登録会員の操作する
クライアント・コンピュータに送出して表示させる。
【００１０】
従って、登録会員はその表示されたブックマーク画面から容易に所望の情報を提供するＷ
ｅｂページに飛ぶことができ、しかも各ＵＲＬは閲覧頻度と検索語使用頻度によりそのリ
スト順位がソートされているため、頻繁に閲覧するＷｅｂページに可及的に素早くアクセ
スすることができるようになる。また、検索結果のＵＲＬリストのうち、未閲覧のものも
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ブックマークに登録されるので、閲覧作業の中断を余儀なくされた場合でも、爾後にそれ
ら未閲覧のＷｅｂページに容易にアクセスすることができる。
【００１１】
　さらに、本発明のＷＷＷサーバーは、検索語の入力があった場合には、前記ブックマー
ク用表示画面の構成データから該入力された検索語に該当しないＷｅｂページを削除する
手段を更に備えることとしてもよい。
【００１２】
　また、本発明において、前記検索閲覧行動履歴情報にはＷｅｂページのリスト順位優先
度が含まれ、前記ブックマーク用表示画面にはブックマーク情報の追加及び移動の編集機
能が付帯され、当該ＷＷＷサーバーは、該編集機能で編集された結果に基づいて前記ブッ
クマーク情報を更新する手段と、前記行動履歴データベースに、追加又は移動されたＷｅ
ｂページをその編集後のＵＲＬリスト順位に優先させるためのリスト順位優先度情報を記
録する手段と、を更に備えることとしてもよい。
【００１３】
【発明の実施の形態】
図１は本発明に係るＷＷＷサーバーのネットワーク環境の概要を示すものである。周知の
ように、インターネット２には、データベース４に蓄積した様々の情報を利用者の要望に
応じて適宜に提供してＷＷＷサーバー６として機能するホスト・コンピュータと、そのＷ
ＷＷサーバー６が提供する情報を閲覧すべく利用者が操作するクライアント・コンピュー
タ８とが無数に接続されており、これらは相互に通信して情報の交換をする。
【００１４】
ＷＷＷサーバー６とクライアント・コンピュータ８とがインターネットを介して通信する
仕組みは周知の既存技術に立脚している。ＷＷＷサーバー６は、アクセスしてきたクライ
アント・コンピュータ８と通信し、利用者が閲覧希望するＷｅｂページのＵＲＬの入力を
促すクエリー入力画面の画面構成データを送達することと、その画面で入力されたクエリ
ーを受け取ることと、クエリーに応答してデータベース３を検索することと、検索結果の
レポート画面の画面構成データを送達することとを適宜に繰り返す。多くの場合、あるレ
ポート画面がつぎの段階のクエリー入力画面でもある。このやり取りがデータベース技術
を融合させたＷＷＷサーバーシステムとしての基本的な機能となっている。
【００１５】
ところで、図１における６ａが本発明の個人用ブックマーク自動作成機能を有したＷＷＷ
サーバーであり、このＷＷＷサーバー６ａには利用者のうち登録された会員に対して、そ
の個人的な検索閲覧行動の履歴情報を取得管理して、その個人用向けに特化したブックマ
ークを自動作成して提供する機能が持たされている。
【００１６】
　即ち、ＷＷＷサーバー６ａには、各種の情報が記述された多数のＷｅｂページを適宜な
記憶媒体に保存格納したデータベース４の他に、登録会員のした検索閲覧行動の履歴情報
を適宜な記憶媒体に保存蓄積した検索閲覧行動履歴データベース４ａを別途に有する。
　上記検索閲覧行動履歴情報としては、登録会員のＩＤとそのパスワード、登録会員が使
用した検索語とその使用頻度、その検索結果のＵＲＬリスト、登録会員が実際に閲覧した
ＷｅｂページとそのＵＲＬ、及びその閲覧頻度、さらに、この閲覧頻度と検索語使用頻度
とにより上記ＵＲＬリストをソートした結果のブックマーク用ＵＲＬリスト、当該登録会
員の嗜好により定められるブックマークＵＲＬリストのリスト順位優先度とが設定されて
いる。
【００１７】
以下に、当該ＷＷＷサーバー６ａで提供するブックマーク・サービスについて、その全体
的な処理の流れの一例を概念的に示した図２のフローチャートを参照して説明する。
先ず、利用者がクライアント・コンピュータ８ａからＷＷＷサーバー６ａにアクセスする
と、登録会員の認証がなされる。この認証はアクセスしてきたクライアント・パソコン８
ａとの間の通信で得られるクッキーに記述されたＩＤとパスワードとを自動取得して、あ
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るいはクライアント・パソコンの画面上に表示されている入力窓への利用者による直接入
力により取得する（ｓ２、ｓ４）。なお、周知のように上記クッキーとは、ＷＷＷサーバ
ーが利用者を識別・管理するための仕組みであり、小さなデータ・ブロックをドキュメン
トのヘッダー部分に付けた情報ファイルを生成してクライアント・コンピュータに保持さ
せておき、再接続してきたときに、クライアント・コンピュータからその情報を戻しても
らうことで、通信相手の利用者を特定することができるものである。そして、取得したＩ
Ｄとパスワードは検索閲覧行動履歴データベース４ａに記録されているＩＤとパスワード
とに照合されてその認証が行われる（ｓ６）。
【００１８】
　ここで、上記認証が取れなかった場合（Ｎｏ）にあっては、認証エラーメッセージを送
出して新規登録の要否を訪ねる（ｓ８）。この要否が否であれば、次にブックマーク・サ
ービスを終了させるか否かを尋ね（ｓ１０）、終了(Ｙｅｓ)が選択された場合には、当該
ブックマーク・サービスを終了する（ｓ１２）。一方、継続（Ｎｏ）が選択された場合に
は、正しいＩＤとパスワードとの入力を促して、Ｓ４に戻り再度登録会員の認証を行う。
【００１９】
一方、上記ｓ６で登録会員の認証が取れた場合（Ｙｅｓ）にあっては、後述するｓ１６に
進む。また、上記ｓ１０で新規登録が選択された場合には、新規登録処理（ｓ１４）が行
われた後にｓ１６に進む。この新規登録処理にあたっては、会員登録ページが送出される
。そして、そのページ上で利用者が会員ＩＤとパスワードとを入力して画面上の「送信」
ボタンをクリックすると、これを受けてＷＷＷサーバー６ａがクライアント・コンピュー
タ８で記入された会員ＩＤとパスワードとを取得することになる。このあと両者間で確認
の手続きを行い、最終的にＷＷＷサーバー６ａの適宜な記憶資源に作成されている検索閲
覧行動履歴データベース４ａにＩＤとパスワードとが記入される。このとき、ブックマー
ク用ＵＲＬリストが暫定的に初期設定される。
【００２０】
ｓ１６では、検索閲覧行動履歴情報の記録簿からブックマーク用ＵＲＬリストが読み込ま
れ、次にこのブックマーク用ＵＲＬリストに基づいてブックマーク表示画面構成データが
作成される（ｓ１８）。このブックマーク表示画面構成データは、ブックマーク用ＵＲＬ
リストの各ＵＲＬを該当するＷｅｂページとハイパーリンクさせ、かつそのＷｅｂページ
のサイト名を付したものである。なお、このブックマーク表示画面にはＷｅｂページの検
索機能も付帯され、検索語入力窓と検索実行ボタンが設けられる。
【００２１】
次のｓ２０では、検索語入力窓に検索語の入力がなされているか否かが判定される。そし
て、検索語の入力が無ければｓ１８で作成したブックマーク表示画面構成データをそのま
まクライアント・コンピュータ８ａに送出する。次に、クライアント・コンピュータ８ａ
に表示されたブックマークのＵＲＬがクリックされたか否かを判定する（ｓ２４）。この
判定は、リダイレクト機能を利用して登録会員の閲覧先Ｗｅｂページの情報を取得するこ
とによりなされる。そして、てＵＲＬがクリックされてその閲覧先のＷｅｂページの情報
が得られたならば、検索閲覧行動履歴の閲覧Ｗｅｂページ情報及びその頻度情報を更新し
（ｓ２６）、後述する次のステップｓ４４に進む。また、上記閲覧先のＷｅｂページの情
報が得られず、ブックマークのＵＲＬがクリックされない場合には、ｓ２６をジャンプし
てｓ４４に進む。
【００２２】
一方、上記ｓ２０で検索語の入力が有った場合には、ｓ２８に分岐して進み、上記ｓ１８
で作成したブックマーク表示画面構成データから検索語に該当しないＷｅｂページ分が削
除されて、クライアント・コンピュータ８ａに送出される。これにより、クライアント・
コンピュータ８ａには、あたかも検索語による検索をしたのに準じたＵＲＬリストがハイ
パーリンクされた状態でブックマーク表示画面に表示される。この後、ｓ３０で上記ｓ２
４と同様にブックマークのＵＲＬがクリックされたか否かが判定される。そして、ＵＲＬ
がクリックされた場合には、上記ｓ２６に戻って検索閲覧行動履歴情報の更新が行われる



(8) JP 4603140 B2 2010.12.22

10

20

30

40

50

。
【００２３】
また、上記ｓ３０でＵＲＬがクリックされない場合には、ｓ３２に進んで検索が実行され
たか否かが判定される。そして、検索が実行されない場合には、後述するｓ４４に進み、
検索が実行された場合には、ｓ３４に進んで検索エンジンによる検索処理が実行され、次
いでｓ３６でその検索結果のＵＲＬリストに各ＵＲＬの該当Ｗｅｂページをハイパーリン
クさせ、かつＷｅｂページのサイト名が付記された検索結果レポートが作成されて、クラ
イアント・コンピュータ８ａに送出される。
【００２４】
次のｓ３８では、上記検索結果に基づき検索閲覧行動履歴情報が更新される。ここでは、
使用された検索語とその使用頻度、検索結果のＷｅｂページのＵＲＬとそのサイト名とが
追加更新される。
【００２５】
次に、ｓ４０で検索結果のレポート画面に表示されているＵＲＬがクリックされたか否か
が判定され、この判定も前記同様にリダイレクト機能を利用して行われる。そして、この
判定がＹｅｓでいずれかのＵＲＬがクリックされると、そのクリックされたＷｅｂページ
とそのＵＲＬ及び当該Ｗｅｂページの閲覧頻度情報とをクライアント・コンピュータ８ａ
から受け取って検索閲覧行動履歴情報を更新し、ｓ４４に進む。また。ｓ４０での判定が
ＮｏでＵＲＬがクリックされない場合にはｓ４２をジャンプしてｓ４４に進む。
【００２６】
ｓ４４ではブックマークの編集が行われたか否かが判定される。クライアント・コンピュ
ータ８ａ上でブックマークの追加や削除、並びにリスト順位の入れ替えなどの編集が行わ
れると、その都度にクライアント・コンピュータ８ａとＷＷＷサーバー６ａとの間で通信
が行われて、その改変された情報がＷＷＷサーバー６ａに届き、ＷＷＷサーバー６ａはそ
の改変情報により編集の有無を判断する。そして、編集が認められた場合には、逐次Ｗｅ
ｂページの優先度情報、若しくは、新たなＷｅｂページとそのＵＲＬの追加、あるいは削
除等の改変後の情報に検索閲覧行動情報を更新する。即ち、行動履歴データベースには追
加されたＷｅｂページとそのＵＲＬ並びにその追加先のＵＲＬリスト順位に優先させるた
めのリスト順位優先度情報、及び移動されたＷｅｂページをその移動先ＵＲＬリスト順位
に優先させるためのリスト順位優先度情報が記録されるとともに、ブックマーク情報から
削除されたＷｅｂページに関する履歴情報が削除される。また、ブックマークの編集が行
われなかった場合には、ｓ４６をジャンプしてｓ４８に進む。
【００２７】
ｓ４８ではブックマーク情報の更新を行う。このブックマーク情報の更新は、検索閲覧行
動履歴情報に基づき、前記閲覧頻度と検索語使用頻度の高低に応じて前記一覧リストをソ
ートしてブックマーク用ＵＲＬリストを作成し、このブックマーク用ＵＲＬリストを前記
行動履歴データベースに更新記録する。そして、このブックマーク情報の更新が終わると
、ｓ１６に戻り上述の処理が繰り返されることになる。
【００２８】
【発明の効果】
請求項１に係る発明の個人用ブックマーク自動作成機能を備えたＷＷＷサーバーによれば
、ＷＷＷサーバーは登録会員がどのような検索語を用いてＷｅｂページの検索をし、どの
Ｗｅｂページを閲覧したかという登録会員の検索閲覧行動の履歴情報をデータベースに逐
次保存する。また、履歴情報としては使用した検索語と実際に閲覧したＷｅｂページのＵ
ＲＬ以外にも、検索結果のＷｅｂページのＵＲＬリスト、検索語の使用頻度、特定のＷｅ
ｂページが再閲覧される閲覧頻度が記録保存される。そして、それらの履歴情報に基づい
てブックマーク用ＵＲＬリストを閲覧頻度と検索語の使用頻度によってソートして自動作
成し、登録会員がアクセスして来たときには当該ブックマーク用ＵＲＬリストの各ＵＲＬ
に該当するＷｅｂページをハイパーリンクさせたブックマーク表示画面構成データを登録
会員の操作するクライアント・コンピュータに送出して表示させる。
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【００２９】
従って、登録会員はその表示されたブックマーク画面から容易に所望の情報を提供するＷ
ｅｂページに飛ぶことができ、しかも各ＵＲＬは閲覧頻度と検索語使用頻度によりそのリ
スト順位がソートされているため、頻繁に閲覧するＷｅｂページに素早くアクセスするこ
とができるようになる。また、検索結果のＵＲＬリストのうち、未閲覧のものもブックマ
ークに登録されるので、閲覧作業の中断を余儀なくされた場合でも、爾後にそれら未閲覧
のＷｅｂページに容易にアクセスすることができるようになる。
【００３０】
請求項２に係る発明の個人用ブックマーク自動作成機能を備えたＷＷＷサーバーでは、さ
らにブックマーク情報の追加・削除・移動の編集機能を有するので、登録会員はブックマ
ークをより自己の使い易いように恣意的に特化でき、使い勝手の更なる向上が図れるよう
になる。
【００３１】
請求項３に係る発明の個人用ブックマーク自動作成機能を備えたＷＷＷサーバーでは、検
索窓に検索語を入力すれば、ブックマーク表示画面にはその検索語に該当しないＷｅｂペ
ージは表示されなくなるので、あたかも検索を実行したのに準じたＵＲＬリストを表示で
きる。このため、目的とするＷｅｂページへのアクセスがより素早く行えるようになる。
【図面の簡単な説明】
【図１】この発明のＷＷＷサーバーを含んだネットワークの概念図である。
【図２】この発明のＷＷＷサーバーが提供するブックマーク・サービスの全体的な処理の
流れを概念的に示すフローチャートである。
【符号の説明】
２　　インターネット
６　　ＷＷＷサーバー
６ａ　ブックマーク自動作成機能を有したＷＷＷサーバー
８ａ　検索閲覧行動履歴データベース
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